
新

字

ニ
ハ
悶

八，

字

類内閣
一
本
、
無
窮
合
一
本
得
、
字
問
と
し
た
り
。

新

字

四
十
四
谷

境
部
蓮
石
積
等
撰

群
昏
類
従
本
等
、
一
一
一
十
回
会
と
し
た
り
@

天
武
天
皇
の
御
代
、
境
部
建
石
積
等
に
勅
し
て
、
治
ら
し
め
給
ひ
し
新
字
に
て
、

日
本
紀
に
、
天
武
天
皇
白
鳳
十
一
年
三
月
丙
午
、
命
境
部
建
石
積
等
、
真
壁
伯
仲
語
新
宇
一
部
四
十
四
巻
、

と
あ
る
も
の
な
り
。

今
俸
は
ら
ざ
れ
ば
、
い
か
な
る
さ
ま
の
も
の
な
る
か
詳
な
ら
中
。

境
部
連
石
積
は
、
孝
徳
天
皇
白
位
四
年
、
著
明
天
皇
五
年
、
話
唐
使
に
随
う
て
渡
庇
し
、
天
智
天
皇
四
年
に
は
、
庇
の
悶

使
劉
徳
高
を
誌
bJ
て
、
再
び
渡
唐
し
、
天
武
天
皇
十
年
正
月
、
封
六
十
戸
ぞ
m
M
は
り
、
同
十
三
年
、
宿
禰
の
姓
を
賜
は
り
た

る
事
、
日
本
紀
に
見
え
た
り
。

こ
の
新
字
に
就
い
て
は
、
三
一
説
あ
り
。

， . 

， 

漢
字
を
訓
誇
じ
た
る
も
の
と
す
る
詑
に
て
、
伊
藤
東
涯
の
室
答
録
に
斗
者
秩
甚
多
、
恐
訓
誇
之
書
、
始
制
文
字
、
堂
至

如
比
之
繁
」
と
見
え
た
り
。
蓋
し
一
部
四
十
四
容
と
あ
る
に
よ
り
た
る
も
の
な
り
。

多
国
義
俊
の
一
判
明
蕊
誌
に
も
、
新

に
図
字
を
誼
り
し
も
の
に
あ
ら
十
、
国
語
を
漢
字
に
配
嘗
し
た
る
も
の
と
し
た

b
。

一一
党
宇
位
と
し
た
る
も
の
に
で
、

蒋
日
本
紀
に
、
私
記
日
、
師
説
、
比
書
今
在
国
書
寮
、
但
其
宇
控
頗
似
究
字
、
未
詳
其
字
義
所
准
捺
子
、

と
見
え
た
り
。
件
信
友
の
仮
名
本
末
、
山
崎
美
成
の
文
教
温
故
、
榊
原
芳
野
の
文
謹
類
纂
等
、
皆
こ
れ
に
よ
り
て
、
発
宇

♂
睦
と
し
た
h
J
。
但
じ
信
友
は
、
新
維
の
紳
文
王
の
頃
、
辞
聴
の
語
り
た
る
吏
道
の
叡
聞
に
還

L
、
そ
れ
と
同
じ
き
党
字

慢
の
新
字
を
語
ら
し
め
給
ひ
し
も
の
と
せ
h
J
。
世
に
停
は
り
た
る
神
代
文
字
と
稲
す
る
也
の
に
よ
り
た
る
も
の
な
る

ぺ
し
。漢
字
慢
と
し
た
る
も
の
な
り
。
岡
白
駒
の
日
本
儒
林
停
に
は
、
凧
、
辻
の
如
き
文
字
と
し
、
新
井
白
石
の
伺
文
通
考
に

も
、
「
俗
問
所
用
、
亦
有
漢
人
字
書
所
不
裁
者
、
蓋
是
図
字
、
」
と
記
し
て
、
榊
、
根
、
樫
の
如
き
文
字
と
し
、
度
合
常
彰
の
且

本
因
風
に
も
、
瓦
、
担
、
込
、
純
の
類
、
字
書
に
の
せ
ぎ
ふ
も
の
と
し
、
平
田
篤
胤
め
古
臭
徴
開
題
記
も
、
白
石
の
設
を
賛

成
し
た
り
。
ま
た
佐
藤
誠
賃
博
士
の
字
股
考
、
(
如
蘭
赴
話
)
に
は
、
我
邦
の
新
宇
は
、
榊
、
桔
等
、
そ
の
類
多
〈
、
中
に
も

天
武
天
皇
の
御
時
の
創
製
も
ゐ
る
ぺ
し
と
記
し
た
り
。
木
村
正
鮮
博
士
の
文
皐
見
附
設
(
臭
皐
協
曾
雑
誌
六
就
)
に
も
]

漢
字
の
佳
に
倣
ひ
て
、
我
国
限
り
、
通
用
す
ぺ
き
文
字
を
撰
ば
し
め
花
る
も
の
「
な
台
。
帥
も
古
事
記
、
日
本
紀
、
寓
葉
集

新

字

一
一
ニ
六
五



来

作

白

切

訊

一{ハ六

伸
一
一
す
の
古
書
に
も
見
え
、
吾
人
の
常
に
使
用
し
た
石
も
の
に
て
、
椿
ツ
バ
キ
、
荻
』
ギ
、
知
コ
ナ
ミ
等
の
漢
字
に
あ
ら

F
る

図
字
な
り
と
し
、
新
撰
字
続
偏
の
部
の
末
に
、
小
皐
誌
の
宇
と
し
て
載
せ
た
る
も
の
五
百
字
ば
か
り
あ

b
。
円
一
応
等
は
皆

我
図
に
て
諮
り
し
も
の
に
て
、
渡
来
の
も
の
に
あ
ら
や
7
0

を
は
小
問
中
話
の
字
は
、
普
訓
の
み
に
て
、
一
昔
を
載
せ
た
る
も
の

な
き
を
詮
す
ぺ
し
と
い
へ

b
。
さ
れ
ど
、
陪
害
経
籍
志
、
新
宮
庇
書
の
謹
丈
志
、
及
び
日
本
見
在
者
目
録
に
は
、
晋
王
議

之
若
小
恩
給
一
容
あ
り
。
今
亡
供
し
て
停
は
ら
ね
ば
、
新
撰
宇
銃
の
ル
皐
篇
と
同
書
な
り
や
否
や
、
明
か
な
ら
ね
ど
ー

新
撰
宇
銃
の
小
皐
篇
中
、
草
部
に
屈
す
る
も
の
に
就
缶
、
二
三
の
香
に
よ
り
て
制
査
す
る
に
、
渡
来
の
漢
字
な
る
事
明

に
し
て
、
い
づ
れ
も
一
昔
あ
り
。
以
て
木
村
正
俳
博
士
の
設
の
信
や
る
に
足
ら
.
さ
る
を
詮
す
ぺ
し
。

き
れ
ば
、
今
日
こ
の
新
宇
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
は
、
容
易
〈
推
断
す
ぺ
き
に
あ
ら
ね
E
、
ぞ
の
党
字
位
な
る
事
は
疑

ふ
ぺ
ぐ
、
漢
字
践
に
し
て
、
或
は
伊
藤
束
涯
の
設
の
如
ぐ
、
漢
字
の
訓
詳
を
一
定
し
た
る
も
あ
る
ぺ
〈
、
或
は
岡
白
駒
、
新

井
白
石
等
の
設
の
如
〈
、
特
殊
の
事
物
に
就
い
て
、
新
に
註
り
た
る
も
の
も
あ
る
ぺ
〈
、
推
考
す
る
を
得
ぺ
し
。
な
は
こ
の

新
字
に
関
す
る
拙
考
は
、
東
亜
先
十
四
倉
十
一
践
に
の
せ
、
こ
れ
を
拙
若
園
見
図
文
之
研
究
仁
も
股
め
た

b
。

来

宮

切

部

ト
』
、
目
立

」
l

d

q

菅
原
是
善
卿
撰

刊
本
、
群
書
類
従
本
、
山
鹿
本
、
家
政
本
等
、
二
十
一
ニ
谷
と
し
た
p

・

十
三
家
の
切
韻
を
集
め
て
絹
修
し
た
る
も
の
な

h
。

こ
の
書
の
事
は
、
三
代
貫
録
に
菅
庶
必
善
の
若
と
し
た
れ
ど
(
本
文
合
n
T
類
来
の
伎
に
引
き
た
り
)
今
世
に
停
は
ら
中
。

是
善
の
亭
は
、
文
悠
貫
録
の
僚
に
の
せ
た
り
。

こ
の
者
は
、
三
代
貫
録
に
も
二
十
港
と
あ
る
に
、
通
語
入
道
蹴
在
日
銀
に
は
、
十
二
帖
と
し
て
、
各
冊
あ
は
令
。
或
は
合

世
と
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。
東
宮
切
韻
の
者
名
は
、
是
善
の
京
官
問
中
士
た
り
し
時
に
な
り
し
も
の
に
て
、
承
和
十
四
年
、

東
宮
阜
士
任
官
の
後
、
文
悠
天
皇
陵
砕
の
嘉
鮮
ま
で
の
問
に
撰
ぴ
た
る
も
の
な
ら
ん
。

江
談
抄
に
、
東
官
切
韻
君
、
背
家
主
刑
部
内
川
書
、
集
十
三
家
切
韻
潟
一
家
之
作
者
、
著
述
之
目
、
型
崩
執
筆
令
滞
絞
給

一
広
々
、

と
ゐ
り
。

も
し
是
善
、
東
宮
阜
士
在
官
中
の
若
と
せ
ば
、
道
具
未
に
十
歳
ば
か
り
の
頃
な
れ
ば
、
「
著
述
之
日
却
一
一
朝
執
筆
」

と
い
へ
る
は
誤
な
り
。
ま
た
建
治
二
年
七
月
、
鹿
司
栄
一
牛
が
、
餌
政
氏
長
者
の
後
、
始
め
て
平
等
院
に
参
り
て
、
買
蹴
を
閲

き
た
る
事
、
藤
原
宋
仲
の
勘
仲
記
に
記
し
た
る
中
に
、
「
謹
廟
御
堂
京
宮
切
韻
等
正
文
、
予
結
総
、
付
冥
付
期
有
恐
有
位
、
而

日
之
豆
、
元
物
取
除
、
」
と
記
し
た
る
は
、
道
具
の
若
の
如
く
問
え
た

b
。

さ
れ

E
是
語
口
の
若
な
る
事
は
疑
な
り
れ
ば
、
蓋

し
後
年
道
其
の
清
書
し
た
る
も
の
あ
り
し
に
よ
り
て
、
哉
、
り
惇
へ
た
る
も
の
な
る
ぺ
〈
、
江
談
抄
に
、
「
聖
廟
執
筆
」
と
い

へ
る
も
ま
た
、
道
其
の
お
し
た
る
も
の
を
誤
b
惇
へ
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。

こ
の
書
は
、

台
記
に
、
政
治
三
年
七
月
主
主
日
甲
成
、
自
今
日
見
知
易
梓
文
十
時
叩
浪
記
之
文
、
龍
一
一
盟
主
懸
寅
勾
、
近
可
位
人

官
民
営
切
開
凶

ニ
ハ
七



東

山

町

凸

切

開

出

ニ
ハ
八

番
付
本
経
也
、
其
麗
有
不
審
者
、
命
生
徒
引
勘
東
宮
切
韻
知
之
、

と
あ
る
が
如
〈
、
文
字
の
一
品
目
訓
ぞ
知
る
に
は
、
唯
一
の
参
考
書
と
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
そ
の
さ
ま
は
、

韓
日
本
紀
に
、
問
倭
字
之
訓
其
解
如
何
、
答
云
々
、
来
宮
切
韻
日
、
陸
法
言
云
、
烏
和
反
、
東
海
中
女
王
国
、
長
孫
前
言

詩
云
、
又
魚
禾
反
、
園
名
、

云
、
荒
外
国
名
、
薩
掬
云
、
又
於
危
反
、
順
貌
、
孫
佃
云
、
従
貌
、
東
海
中
日
本
間
也
、
玉
篇
目
、
於
魚
反
、
説
文
一
去
、
順
獄
、

と
あ
る
類
な
・
り
。
そ
の
こ
れ
ぞ
引
き
た
る
古
書
は
、
和
名
類
来
抄
、
政
事
要
略
、
諸
道
勘
文
、
明
文
抄
、
玉
菜
、
終
先
卿
記
、
予

戸
記
、
愚
管
記
、
国
大
暦
、
康
道
会
記
、
稗
日
本
紀
、
和
漢
年
続
字
抄
、
高
葉
集
註
蒋
、
香
薬
抄
、
先
制
経
古
述
補
忘
抄
、
持
士
三

部
経
一
音
義
集
、
般
若
心
経
秘
鍵
抄
等
な
hJO

こ
の
中
、
浄
土
三
部
経
一
音
義
集
に
引
き
た
る
も
の
頗
る
多
〈
、
百
五
十
鈴
に

及
ぺ
L

リ
。
ま
た
皇
子
、
皇
女
等
の
御
名
撰
準
の
際
は
、
こ
の
書
に
よ
り
て
、
助
申
し
た
る
事
砂
か
ら
5
9
し
が
、
困
犬
暦
、
思

管
記
以
後
、
菅
原
氏
の
勘
文
中
、
甲
』
の
書
を
此
(
践
と
し
た
る
も
の
見
え

5
れ
ば
、
そ
の
頃
よ
り
以
後
、
世
に
停
は
ら
.
さ
ら
し

も
'
の
な
ら
ん
か
。
但
し
正
保
元
年
十
月
改
元
の
際
、
菅
原
知
長
の
勘
文
中
、
こ
の
書
を
引
き
た
る
幕
、
成
道
会
記
に
瓦
え

た
る
は
、
古
き
勘
文
に
よ
り
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
な
は
こ
の
書
に
就
い
て
は
、
佐
賀
束
周
氏
の
松
津
程
文
と
信
瑞
一
音
義
1

(
仰
敬
研
究
一
各
三
競
牧
師
九
年
)
岡
田
希
雄
氏
の
東
宮
切
韻
孜
、
(
立
命
館
文
皐
二
各
五
境
問
問
十
年
)
及
び
東
官
切
韻
伐
文

孜
(
同
二
巻
、
十
一
説
)
和
漢
年
競
字
抄
と
東
宮
切
韻
侠
文
(
立
命
館
紀
念
論
文
集
)
等
の
考
説
ゐ
h
J
。

倭

名

類

表

抄

二
十
巻

源
問
提

天
地
、
歳
時
よ
り
、
最
嘉
草
木
に
至
る
ま
で
、
部
を
立
て
、
門
を
別
も
、
事
物
の
名
稲
を
記
し
て
、
和
名
を
註
記
し
、
和
渓
.

の
典
籍
ぞ
引
詮
し
て
、
解
誌
を
附
し
花
る
も
の
な
り
。
古
今
集
序
註
に
は
、
順
和
名
と
し
、
蒋
日
本
紀
な
ど
に
は
、
順
和
名

抄
と
し
た
れ
ど
、
序
文
及
び
桔
記
に
は
、
和
名
類
来
抄
と
し
た
れ
ば
、
和
名
抄
は
、
ぞ
の
略
稗
な
る
ぺ
し
。
但
し
殊
一
見
に
、
若

者
服
の
名
を
冠
し
た
る
は
、
他
に
和
名
本
草
の
類
あ
り
て
、
ま
ぎ
れ
や
す
き
が
故
な
ら
ん
。

若
者
源
順
は
、
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
大
納
言
源
定
の
孫
に
て
、
左
馬
免
基
の
子
な
り
。
梨
蛮
五
人
の
一
に
し
て
、
勘
解
由

次
官
、
能
登
守
と
な
り
、
永
親
元
年
卒
す
、
年
七
十
三
。
順
の
こ
の
害
を
若
は
し
た
る
事
は
、

序
文
に
、
縞
以
、
延
長
第
四
会
主
、
柔
悠
早
樹
、
淑
姿
如
花
、
呑
湖
湯
於
胸
浪
、
館
山
陰
於
気
岸
、
年
稔
七
歳
、
初
謁
先

帝
、
先
帝
以
其
姿
叡
言
笑
、
毎
事
都
雅
、
特
錯
愛
詩
、
印
賜
御
府
等
、
手
数
授
其
譜
、
会
主
天
然
聡
高
、
皐
不
再
問
、
一
二

年
間
能
究
捗
曲
、
十
三
絃
上
克
奏
新
塁
、
自
醍
醐
山
陵
雲
愁
水
咽
、
永
僻
貌
閥
之
月
、
不
抑
秦
答
之
庫
、
時
々
慰
幽
閑

者
、
書
室
之
戯
而
己
、
於
是
因
貼
成
蝿
之
妙
、
殆
上
扉
風
、
以
筆
廻
鷲
之
能
、
亦
巧
垂
露
、
漸
排
八
鹿
之
字
、
諜
訪
高
物

之
名
、
其
数
日
、
我
問
、
思
拾
芥
者
、
好
採
義
賞
、
期
折
桂
者
、
競
採
文
華
、
至
子
和
名
、
芽
而
不
局
、
是
故
、
雄
一
百
朕
丈

館
詞
林
、
三
十
港
白
氏
事
類
、
徒
備
風
月
之
典
、
難
決
世
俗
之
疑
、
泊
可
決
其
疑
者
、
辞
色
立
成
、
楊
氏
漢
語
抄
、
大
留

博
士
深
根
輔
仁
奉
勅
撰
集
新
紗
和
名
本
草
、
山
州
員
外
刺
臭
公
望
日
本
紀
私
記
等
也
、
然
猶
養
老
所
惇
楊
説
続
十

倭

名

獄

菜

抄

=
ハ
九



倭

名

目

制

来

抄

三
七

O

部
、
延
喜
所
撰
薬
種
只
一
端
、
田
氏
私
記
一
部
三
巻
、
古
語
多
哉
和
名
希
存
、
融
問
色
立
成
十
有
八
章
、
奥
楊
家
詑
名
具

質
向
、
絹
録
之
問
頗
有
長
短
、
其
飴
漢
語
抄
不
知
何
人
撰
、
世
謂
之
甲
書
、
或
呼
免
業
害
、
甲
則
開
口
哀
揚
之
名
業
、
是

服
臨
調
習
之
義
、
俗
説
雨
端
未
詳
其
一
失
、
又
其
所
撰
録
音
義
不
見
、
浮
偽
相
交
、
海
蛸
居
対
抗
、
河
魚
魚
鱗
、
祭
樹
潟

榊
i

深
器
魚
椋
等
是
也
、
校
集
彼
数
家
之
善
説
、
令
我
臨
文
無
所
疑
詩
、
僕
之
先
人
幸
恭
会
主
之
外
成
、
故
僕
得
見
其

草
隷
之
紳
妙
、
僕
之
老
母
然
、
陪
公
主
之
下
風
、
故
僕
得
蒙
其
松
容
之
敬
命
、
固
辞
不
許
、
設
用
修
撰
、
或
漢
語
抄
之
文
i

或
流
俗
人
之
説
、
先
基
本
文
、
正
説
各
附
出
於
其
注
、
若
本
文
未
詳
則
尻
基
排
色
立
成
、
楊
氏
漢
語
抄
、
日
本
紀
私
記
1

或
翠
類
来
図
具
、
高
葉
集
コ
ニ
代
式
等
所
用
之
恨
字
、
水
獣
有
葦
鹿
之
名
、
山
烏
有
稲
負
之
続
、
野
草
之
中
女
郎
花
、
海

苔
之
島
於
期
菜
等
是
也
、
至
如
於
期
菜
者
、
所
謂
六
書
法
、
其
五
日
椴
倍
、
本
無
其
宇
、
依
盤
托
事
者
乎
、
内
典
究
語
気

・
如
是
、
非
元
所
張
、
故
以
取
之
、
或
復
有
以
其
一
国
日
用
子
俗
者
)
臨
非
和
名
、
既
是
要
用
、
石
名
之
磁
石
築
石
、
香
名
之
抗

香
浅
香
、
法
師
具
之
香
焼
錫
杖
、
畳
師
具
之
燕
脂
胡
粉
等
是
也
、
或
復
有
俗
人
、
知
其
説
謬
、
不
能
改
易
者
、
鮭
説
免

鮭
、
組
寵
如
杉
、
鍛
治
之
昔
誤
捗
鍛
治
、
煽
揺
之
名
、
俗
用
蛾
妓
等
是
也
、
若
比
之
類
、
註
加
今
案
、
抑
明
故
老
之
説
、
略

連
問
悲
之
談
、
総
而
謂
之
、
欲
近
於
俗
但
於
事
、
臨
忽
忘
如
指
掌
、
不
欲
具
名
別
抗
義
深
旨
氏
、
有
煩
子
披
覧
語
、
上
奉

天
地
、
中
衣
人
物
、
下
豆
草
木
、
勃
成
二
十
巻
、
定
中
身
部
、
部
中
R
T
円
、
四
十
部
、
二
百
六
十
八
円
、
名
目
和
名
類
来

抄
、
古
人
有
一
言
、
街
談
巷
説
猶
有
可
採
、
僕
雄
誠
浅
阜
、
而
所
注
粋
、
皆
出
自
前
経
奮
・
見
倭
謀
之
書
、
但
刊
謬
楠
闘
、
非

才
升
所
見
、
内
慰
金
主
之
照
覧
、
外
協
賢
智
之
民
胡
耳
、

と
あ
hJ
。
延
喜
第
四
公
主
は
、
勤
子
内
親
王
に
て
、
順
の
父
翠
は
、
内
親
王
の
御
生
母
と
、
従
父
兄
弟
、
順
の
母
は
、
内
親
王

に
近
侍
し
た
る
が
故
に
、
命
ぞ
奉
じ
て
、
撰
修
し
た
る
も
の
な

h
。
「
年
経
七
歳
、
初
謁
先
帝
、
」
と
あ
る
文
に
よ
ち
て
、
狩

谷
披
捺
の
筆
註
に
、
「
源
君
撰
比
害
時
、
在
朱
雀
院
天
皇
承
平
年
中
、
故
謂
醍
醐
天
皇
潟
先
帝
也
、
」
と
い
へ

b
。
こ
の
書
の

古
書
に
見
え
た
る
は
、

躍
記
に
、
寛
弘
八
年
十
一
月
廿
日
己
丑
、
良
経
来
請
和
名
類
茨
抄
四
帖
、
口
遊
一
定
云
々
、

と
あ

b
て
、
袖
中
抄
、
三
信
記
類
来
、
蒋
日
本
紀
、
河
海
抄
、
塵
添
塩
襲
抄
等
の
諸
書
に
引
詮
し
た
る
も
の
多
し
。

こ
の
書
は
、
序
文
に
も
二
十
容
と
あ
れ
ど
、
次
に
「
和
名
十
巻
」
と
あ
り
て
、
世
に
俸
は

b
た
る
も
の
に
も
二
十
容
と
、
十

倉
本

ιの
ニ
程
あ
h
y
。
二
十
各
本
の
篇
目
は
左
の
如
し
。

各
一
天
地
水
歳
時

、
港
一
一
鬼
帥

人
倫

親
戚

品
位
三
形
鐙

各
四
箆
術

号
数

品
位
五
段
官

図
郡

品
位
六
よ

h

リ
地
位
九
に
至
る
図
郡

巻
十
貯
庭

巻
十
一
日
地
平
牛
馬
実
父

巻
十
二
弁
楽

燈
火

十
相
吊

袋
束

各
十
三
よ

り
港
十
五
に
至
る
翻
皮

港
十
六
器
皿

飲
食

巻
十
七
稲
設

案
成

茶
お

巻
十
八
初
一
夜

毛
群

E書

巻
十
九

麟
介

晶
君t

巻
二
十
草
木

./' 

序
文
に
は
、
四
十
部
、
二
百
六
十
八
門
と
あ
れ
E
、
今
の
本
は
、
三
十
二
部
二
百
四
十
九
門
あ
り
。
次
な
る
十
各
本
の
話

目
は
左
の
如
し
。

倉
一
天
地

人
命

港
二
形
陸

疾
病

術
援

各
三
居
広

郎
両
本

珍
主主

布
白

港
四
装
束

飲
食

器
五正

燈
火

各

倭

名

抑

制

楽

抄

ι七



京
本
錦
牒
・
又
本
棚
翠
揺
議
准
尾
張
本
側
諸
八
一
場
一
号

制
岬
自
殺
諸
問
明
本
、
曲
直
淵
本
鰐
盛
山
認
出
場
錦
、

伊
勢
本
イ
靖
明
細
川
叩
出
諸
併
問

下
総
本
一
切
誠
一
一
同
盟
綿
一
杯
、

昌
平
本

倭

名

奴

深

抄

七

豆
、
各
六
誠
氏

品
位
七
mm
蕊

毛
詳

牛
馬

念
入
認
品
以

抱
只

最
多

品
位
九
稲
穀

茶
議

呆
誠

品
位
十
草
木

即
も
二
十
四
部
、
百
廿
入
門
会
の
り
。
こ
れ
を
二
十
倉
本
と
封
照
す
る
に
、
こ
の
本
に
は
、
各
一
の
中
歳
時
、
各
四
の
中
一
品
目
築
、

各
五
よ
り
各
九
に
至
る
、
職
官
、
固
郡
、
各
十
二
の
中
薬
名
等
を
む
ら
せ
り
。
但
し
十
倉
本
の
念
ニ
に
哉
せ
た
る
疾
病
は
、

二
十
倉
本
の
形
館
部
の
中
に
股
め
、
そ
の
名
稀
に
も
具
同
あ
り
。

こ
の
書
に
二
本
あ
り
し
事
は
、
こ
の
目
録
に
二
十
容
と
、
十
容
と
を
並
記
し
、
林
道
春
の
題
倭
名
抄
の
文
に
、
「
倭
名
有

詳
略
二
本
」
と
記
し
、
那
波
道
国
が
、
新
刻
の
凡
例
に
も
、
「
是
害
篇
般
有
多
少
者
世
博
克
、
多
者
続
存
一
部
而
己
、
但
恐
其

久
而
亡
、
故
品
工
新
刻
走
、
」
と
い
へ
り
。

そ
の
狩
谷
氏
の
謹
誌
に
、
採
録
せ
る
諸
本
は
左
の
如
し
。

以
上
十
倉
本

伊
勢
本
跡
帥
相
信

温
古
堂
本
拠
師
一
例
措
議

活
字
版
本
一
説
庭
師
、

刻
版
本
ニ
諸
問
料
一
祭
器
道
議
弓
張
説
得

後
徳
堂

開
放
、

以
上
二
十
倉
本

比
の
如
〈
、
二
十
容
と
十
容
と
の
詳
略
二
本
あ
り
し
は
、
い
か
な
る
故
か
。
こ
れ
に
就
い
て
は
、
狩
谷
氏
の

護
註
倭
名
類
来
抄
校
例
提
要
に
、
是
書
従
来
有
岡
額
二
則
十
倉
本
二
則
二
十
港
本
、
其
二
十
各
本
、
多
於
十
倉
本

/ 

者
、
時
令
、
奨
曲
、
揚
薬
、
官
職
国
郡
、
股
合
、
凡
六
部
、
時
令
一
部
、
訓
注
全
鋭
、
楽
曲
、
湯
薬
、
倭
名
所
無
、
至
官
職
凶

郡
、
股
合
、
諾
名
目
、
是
皇
悶
制
度
、
雄
裁
訓
詰
、
巨
云
倭
名
、
皆
書
中
所
不
臆
有
、
旦
本
書
倭
名
宇
一
品
目
開
合
用
法
拘
免

般
整
、
而
官
職
、
図
郡
、
時
有
出
格
、
又
稗
頴
昭
、
仙
覚
、
ト
部
品
球
永
、
源
善
成
金
等
書
、
毎
引
詮
是
害
、
至
是
六
部
、
無
一

及
之
、
則
決
知
二
十
倉
本
之
非
源
君
奮
本
、
故
今
諜
十
各
本
魚
定
、
然
則
類
来
名
義
抄
、
伊
呂
波
宇
類
抄
、
悶
有
似
捺

二
十
港
者
、
又
本
朝
書
目
雨
本
並
哉
、
則
二
十
倉
本
亦
非
主
時
之
所
賛
附
者
、

と
記
し
、
十
倉
本
を
以
て
善
本
と
せ

h
。
平
田
篤
胤
の

古
車
徴
問
題
に
載
せ
た
る
件
信
友
の
設
に
は
、
始
め
会
主
の
敢
に
よ
り
て
、
撰
ぴ
て
奉
ら
れ
、
そ
の
後
ま
た
増
補
訂

正
し
て
、
撰
び
て
ぞ
奉
ら
れ
り
ん
、
然
ら
ば
、
最
初
な
る
が
少
部
本
、
後
な
る
が
多
部
本
な
る
ぺ
し
.
さ
て
そ
の
多
少

の
二
部
と
も
に
異
本
あ
る
は
、
営
初
そ
の
草
稿
の
世
に
漏
れ
た
る
が
あ
る
ぺ
〈
、
摂
び
成
た
り
し
後
に
も
、
時
々
そ

こ
こ
L

と
縁
側
し
お
か
れ
つ
る
と
こ
ろ
の
あ

h
り
ん
を
、
因
に
認
し
取
た
る
本
ど
も
の
世
に
俸
は
b
て
、
し
か
異
本

E
も
の
多
〈
出
来
て
、
い
づ
れ
を
草
書
と
も
、
清
書
と
も
、
鉢
へ
が
た
〈
な
り
た
る
な
る
ぺ
し
。
さ
て
多
部
本
の
六
七

八
九
の
各
々
な
る
園
郡
郷
名
は
、
延
喜
民
部
式
に
比
ぺ
見
る
に
、
国
名
は
き
る
事
に
て
、
郡
名
も
全
く
同
じ
、
こ
れ
式

/ 

主
同
じ
、
延
長
の
頃
、
書
載
せ
ら
れ
し
徴
と
す
ぺ
し
、
又
産
添
樫
嚢
抄
に
、
姓
氏
の
事
を
一
再
へ
る
、
因
に
順
和
名
に
哉

す
る
所
、
既
に
五
百
飴

h
、
六
百
に
及
ぺ

h
、
其
内
朝
臣
百
四
十
六
姓
、
其
人
三
十
八
、
宿
禰
二
百
六
十
六
、
会
六
十
四
、

首
六
十
八
、
巨
四
也
と
あ

b
、
今
姓
氏
を
記
た
る
本
候
て
、
世
に
現
在
事
を
き
か

F
れ
E
、
そ
の
か
み
金
き
本
に
は
、

倭
名
瓶
一
採
抄

七



倭

名

銀

系

抄

皇
国
人
の
姓
氏
部
の
あ
り
し
な
り
、
是
も
同
例
に
思
ぴ
合
す
ぺ
し
、
跡
、

一一一七四

と
い
へ
り
。
是
等
の
説
に
よ
れ
ば
十
港
本
は
、
所
謂
初
稿
に
し
て
、
二
十
倉
本
は
完
成
し
た
る
も
の
な
る
が
如
し
。
位
し

狩
谷
氏
は
、
「
轄
頴
昭
、
仙
史
、
ト
部
品
A

永
、
源
善
成
金
等
書
、
毎
引
詮
是
害
、
至
是
六
部
無
一
及
之
、
」
と
い
へ

E
、
是
等
の
詩

書
に
は
、
六
部
中
よ
b
引
詮
す
ぺ
き
も
の
あ
ら

g
b
し
が
故
に
で
、
頴
昭
等
の
見
た
る
は
、
必
中
し
も
略
本
の
み
に
は
あ

と
し
た
る
に
よ
れ
ば
、
二
十
容
を
四
帖
と
し
-

た
る
も
の
な
り
し
事
を
推
考
す
る
を
待
ぺ
〈
、
植
記
に
見
え
た
る
四
帖
と
同
教
な
れ
ば
、
或
は
そ
の
系
統
に
屈
す
ぺ
き
も

の
な
ら
ん
か
と
も
思
は
る
、
な

b
。
か
た
/
¥
以
て
、
二
十
港
本
は
、
原
本
に
近
き
も
の
に
し
て
、
十
各
本
は
、
後
こ
れ
を

じ，f'

Jγ糸
約
九
だ
弟
勾
勺
r
u
ι
ι
¥
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抄
略
じ
た
る
も
の
な
る
事
は
、
推
測
す
る
を
待
ぺ
し
。

抄棄類名和

ら
ざ
る
ぺ
し
。
殊
に
狩
谷
氏
は
、
「
類
茨
名
義

抄
、
伊
呂
波
宇
類
抄
、
問
有
似
諜
二
十
各
本

者、
L
と
い
ひ
、
三
借
記
類
茨
に
引
き
た
る
も

の
も
、
二
十
倉
本
な
b
J
且
つ
保
阪
潤
治
氏
所

〈荻五rr氏治i問医保〉

減
高
山
寺
蓄
蔵
本
は
二
十
容
に
し
て
、
平
安
-

朝
末
期
を
下
ら
.
さ
る
も
の
な
り
。
第
六
郊
旦

部
よ
b
、
第
十
居
底
部
に
至
る
五
巻
ぞ
一
帖

'
こ
の
書
の
古
寓
本
は
、
保
阪
氏
所
蔵
の
も
の
最
も
古
〈
、
昭
和
六
年
、
図
賀
に
指
定
せ
ら
れ
、
東
京
帝
国
大
串
臭
粋
縞
袋

所
に
て
、
寝
具
版
と
し
て
古
簡
集
影
に
牧
め
た

b
。
ま
た
貫
生
院
の
所
疏
本
は
、
弘
安
六
年
の
古
詩
に
し
て
、
明
治
三
十

八
年
国
賓
に
指
定
せ
ら
れ
、
そ
の
一
部
は
、
稲
葉
通
邦
の
模
刻
し
た
る
も
の
あ

b
。
大
正
十
五
年
、
古
典
保
存
舎
に
て
、
こ

と
の
書
に
関
す
る
参
考
書
、
註
器
等
は
左
の
如
し
。

れ
を
複
製
し
た
り
。
刊
本
は
、
元
和
三
年
の
活
字
本
、
鹿
安
元
年
、
寓
治
二
年
、
寛
文
七
年
、
嘉
永
四
年
等
の
板
本
あ
り
。

和
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類
褒
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鰐
義

ニ
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一
七
六

和

名

抄

類

字

ーノ、

高

回

奥

清

同

山

崎

会官

払フ

和
名
抄
郷
名
集
覧

和

名

抄

分

音

伴

信

友

同

本

保

孝

和
名
抄
地
名
数
字

高

田

奥

清

手目

名

十
品
位

彰
考
館
本
、
前
田
家
一
本
に
は
和
字
と
あ
り
。

倭
名
類
来
抄
の
十
各
本
な
り
。
同
書
の
僚
に
記
せ

b
。

詩

苑

韻

集

十

品

位

今
俸
は
ら
や
7

。

季

綱

切

韻

二

巻

藤
原
季
綱
の
編
修
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
今
俸
は
ら
ぎ
れ
ば
、
詳
な
ら
十
。
季
綱
の
事
は
、
本
朝
続
文
粋
の
保
(
三
五

四
頁
)
に
記
せ
ト
。
一

:/ 

古

文

切

韻

こ
れ
も
今
俸
は
ら
や
?
。
著
者
、
及
び
倉
敷
も
明
か
な
ら
十
。
帝
国
図
書
館
所
内
蹴
(
伴
信
玄
害
入
)
及
び
家
政
一
本
は
四
谷

と
あ

h
。

孝

韻

孝
範
撰

孝
範
の
編
修
し
た
る
切
韻
な
る
ぺ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
今
俸
は
ら
ぎ
れ
ば
、
詳
な
ら
子
。
著
者
孝
範
は
、
文
章
博
士
藤
原

永
範
の
子
に
し
て
、
企
卑
n
T
阪
に
、
「
文
章
博
士
、
正
四
下
、
内
昇
段
、
大
座
頭
、
越
前
守
二
云
、
務
院
次
官
二
云
、
母
、
狛
子

也
、
但
縫
正
流
云
々
、
」
と
見
え
た
bJ
。

世

俗

字

類

抄

四

巻

こ
の
書
は
、
績
群
書
類
従
目
録
に
、
「
各
入
百

λ
十
七
上
下
世
俗
字
類
抄
、
」
と
し
た
れ
E
、
刊
本
線
群
書
類
従
に
は
、
平

他
宇
類
抄
上
下
を
牧
め
た

h
。

こ
の
書
の
事
は
、
黒
川
春
村
の

碩
鼠
漫
筆
に
、
色
葉
宇
類
抄
は
、
も
と
世
俗
字
類
抄
と
て
、
上
下
二
巻
に
編
だ
せ
し
書
な
り
、
こ
は
、
天
養
、
久
安
の
ほ

古

文

切

鼠

孝

訟

世

俗

字

銅

抄

三
七
七



経

俗

字

類

抄

三
七
八

E
な
り
げ
ん
を
、
狛
年
を
へ
て
増
加
し
つ
¥
養
和
に
豆
、
り
て
、
三
巻
と
な
り
i

標
題
も
色
葉
と
亙
れ
り
云
々
、
ま
づ

J

世
俗
字
類
抄
は
、
結
群
書
類
従
雑
部
に
牧
め
た
れ

E
、
序
政
も
な
き
新
詩
本
な
れ
ば
、
原
本
の
惇
来
も
知
り
が
た
り

れ
E
、
全
部
の
お
も
よ
念
色
業
と
等
し
〈
、
た
む
名
物
の
員
数
、
色
莱
よ
り
も
少
き
の
み
の
だ
が
ひ
め
な
れ
ば
、
こ
れ

そ

の

原

本

な

る

事

決

な

じ

、

~

、

•• 

、l
-

J

主
見
え
、
「
本
朝
書
籍
目
録
亡
、
世
俗
字
類
抄
四
容
と
見
ゆ
る
は
、
比
書
張
数
多
か
る
が
故
に
、
二
容
を
克
に
二
つ
に
亦
ち

島
て
、
四
巻
と
也
し
も
あ

h
し
な
る
ぺ
し
」
と
い
へ

b
。

こ
の
書
は
、
世
に
俸
は
り
た
る
も
の
稀
に
し
て
、
彰
考
館
所
減
の
古
詩
本
、
及
び
前
田
侯
詩
家
所
肢
の
古
詩
本
六
冊
ゐ

hJ
。
い
づ
れ
ゐ
‘
世
俗
字
類
抄
と
題
し
た
れ

E
、
同
じ
き
も
の
に
あ
ら
や
?
?

一
彰
考
館
本
は
]
巻
首
に
、
「
源
珂
党
撰
」
と
あ
り
て
、
左
の
序
文
を
の
せ
た
L
M
。‘

叙
目
、
漢
家
以
一
昔
悟
義
、
本
朝
就
訓
詳
言
、
而
文
字
且
千
、
訓
解
非
一
、
今
拐
色
葉
之
一
字
、
免
詞
俊
之
初
一
一
一
口
、
凡
四
十

-
七
錦
、
n
T
魚
雨
巻
、
話
中
勃
部
、
魚
令
見
者
可
不
労
昨
也
、
宇
下
付
訓
、
免
令
愚
者
可
指
掌
也
、
不
可
及
外
見
、
而
可
段

以
授
家
主
、
信
而
可
時
陵
、
於
脱
漏
字
、
後
人
補
之
云
爾
、

E
見
え
て
、
伊
呂
波
四
十
七
篇
に
別
て
り
。
上
程
の
始
に
、
「
比
香
別
名
大
名
目
抄
、
官
家
殊
用
之
、
但
有
省
略
詰
脚
、
」
と

.
記
せ
hJ
。
上
巻
は
、
伊
よ
り
加
に
至
り
、
中
容
は
、
奥
よ
り
久
に
至
り
、
下
容
は
、
也
よ
り
須
に
至
b
、
各
こ
れ
を
左
の
一
一

十
一
部
門
に
亦
類
せ

b
。

天
象
付
歳
時

地
儀
付
居
所
並
居
宅
具

棋
物

動
物

人
倫
付
鬼
一
洲
一
凱

人
館
付
病
出
脳
級

人
事
付
一
整
備
し
虚
業

飲
食

雑
ヰ勿

光
彩
付
給
丹
並
染
色
等

方
角

員
数

鮮
宇

宣
劫

品
目
宇

諾
赴

諸
寺

図
君E

姓
氏

官

職

名

字

源
氏
に
周
売
と
い
へ
る
人
守
見
十
。
‘
但
し
傘
卑
分
脈
藤
原
明
街
の

若
者
源
周
党
は
t

い
か
な
る
・
人
か
詳
な
ら
十
。

グス

孫
に
て
、
攻
基
の
子
に
、
大
監
物
周
半
ん
あ
り
。
拾
遺
住
句

本

ゑ

が

ん

一

一

~

丘

一

一

J

M

V
O

ゆ
丸
紅
十
純
一
&
止
一
一

員
綿
棒
i
一
一
日
計
百
へ
ん
一
二
一
¥
…
い

え
支
え
靖
男
あ
げ
…
…
蜘

愛什，
k
d
u一日

141
気

-
Fい
一

向

免
与
ι

掌
李
室
経
j
f
礼

服

料
漏
脱
洲
一
J
V

忠
一
ぃ
民
一
患
の
一
計
制

hr・
著
は
し
、
且
つ
究
組
の
文
名
高
き
と
に
よ
れ
ば
、
源
は

藤
の
設
寓
に
て
、
こ
の
人
な
ら
ん
か
J

但
し
話
寺
に
、
来

繭
寺
、
建
仁
寺
、
高
害
寺
、
天
龍
寺
、
相
困
寺
を
「
京
五
山

一
」
と
註

L
、
建
長
寺
、
喜
一
師
寺
)
津
智
寺
、
浮
妙
寺
、
因
究

寺
を
「
闘
束
五
山
一
」
と
詰
し
党
る
寺
名
等
は
]
後
の
迫

記
な
る
ぺ
し
。
彰
考
館
本
に
は
ベ
子
時
永
正
十
二
年
記

一
月
上
僻
目
、
比
丘
順
誠
拝
」
と
記
せ
り
。

こ
の
書
は
、
黒
川
春
村
翁
の
設
の
如

1
、
色
葉
宇
類
抄
と
同
じ
き
さ
ま
に
で
、
序
文
も
同
も
〈
、
部
門
も
か
は
ら
や
ヲ
、

唯
一
宇
美
と
註
記
と
に
、
異
同
あ
る
の
み
な
れ
ば
、
こ
の
書

ι色
葉
字
類
抄
と
は
、
そ
の
系
統
を
同
じ
〈
し
た
る
も
の
な

ら
ん
か
。
色
葉
字
類
抄
は
1

=
否
に
て
1

前
回
一
俣
健
所
探
古
詩
本
航
眠
叶
紅
一
時
間
一
。
あ
り
。

下
港
の
奥
書
に
、
「
自
天
養
比
、

品
此
俗
宇
類
抄

三
七
'
九



世

俗

字

鮪

抄

三
八

O

至
子
治
承
川
市
飴
年
、
補
綴
元
際
、
部
類
如
一
昔
、
脚
内
膳
此
(
膳
椅
忠
金
供
、
」
と
ゐ
L

リ
て
、
天
養
頃
に
撰
び
、
治
承
の
頃
漏
忠

乗
の
柏
絞
し
た
る
も
の
な
b
o
な
ほ
こ
の
書
の
彰
考
館
本
に
、
源
周
先
撰
と
あ
る
を
以
て
考
ふ
る
に
、
藤
周
光
は
、
天
養

の
頃
に
で
、
色
葉
宇
類
抄
の
撰
と
同
時
な
れ
ば
、
も
と
は
同
書
な
り
し
を
、
後
に
追
加
補
綴
し
て
二
は
今

ω色
菜
類
抄

と
な
hJ
、
一
は
こ
の
書
と
な
り
し
も
の
な
ら
ん
か
e

前
田
本
に
は
、
撰
者
も
な
〈
叙
文
を
の
せ
や
、
且
つ
知
数
も
あ
は
余
。
そ
の
篇
目
は
、
彰
考
館
本
と
同
じ
〈
二
十
一
部

円
に
し
て
、
順
序
も
ひ
と
し
〈
、
唯
姓
氏
を
官
職
の
下
に
列
ね
た
る
も
の
、
み
具
れ
h
J
O

各
一
は
、
以
よ
り
土
に
至

b
、

各
二
は
、
知
よ
b
加
に
至
え
巻
三
は
奥
よ
り
久
に
豆
hJ
、
各
四
は
、
也
よ
り
天
に
豆
、
・
9
、
各
五
は
、
安
よ
り
士
山
に
至
b
、

念
六
は
、
窓
よ
ム
リ
寸
に
至
れ

b
。
港
六
の

臭
事
官
に
、
本
書
云
、
建
保
三
年
お
六
月
廿
三
日
、
於
子
古
水
御
所
寓
皐
、
本
云
、
文
永
三
年
丙
午
五
月
十
日
、
加
双
紙
一
修

補
之
由
在
之
、
良
和
三
年
丁
亥
十
一
月
重
而
致
修
覆
之
旨
在
之
、

刑
部
少
輔
藤
原
朝
臣
在
剣

と
あ
り
て
J
段
末
に
、
「
騒
仁
大
乱
之
瑚
」
云
々
と
あ
れ
ど
、
島
々
蝕
損
せ
り
。
書
中
、
建
長
寺
、
国
見
守
な
ど
の
宇
ゐ
り

て
、
「
鎌
倉
玉
山
也
」
な
E
詰
し
た
る
と
こ
ろ
あ
ち
。
ま
た
定
家
般
字
誌
と
註
し
た
る
と
こ
ろ
あ

b
。
こ
の
外
、
「
吾
妻
鏡
」

E
註
し
た
る
も
の
、
島
々
に
散
見
し
、
一
一
三
「
太
平
記
在
」
と
し
た
る
も
の
あ
り
。
こ
れ
等
は
、
い
づ
れ
も
後
人
の
追
記

な
る
ぺ
し
。

仮

名

玉

篇

一
巻

今
停
は
ら
ま
れ
ば
詳
な
ら
十
。
古
書
の
中
に
こ
の
害
を
引
き
た
る
も
の
な
し
。
玉
話
は
、
日
本
見
在
書
目
録
に
、
「
玉
篇

舟
一
港
、
献
脱
却
僻
同
抄
十
三
宅
、
」
と
あ
れ
ど
、
こ
の
書
の
倉
敷
甚

r少
き
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
抄
附
し
て
、
仮
名
を
附
し
た

も
の
に
や
。
仁
平
元
年
七
月
四
日
の
仁
和
寺
宰
相
阿
閤
梨
法
文
目
録
に
、
「
玉
泊
三
帖
上
中
下
」
と
あ
る
と
港
致
ゐ
へ
ば
、
こ

の
書
と
同
じ
き
も
の
な
ら
ん
か
。

ま
た
世
に
、
和
玉
篇
と
題
し
た
る
も
の
あ
h
J
。
中
田
葉
博
士
所
臓
の
長
享
三
年
八
月

書
誌
の
古
詩
本
三
冊
ゐ
り
。
(
大
正
十
二
年
九
月
、
震
火
災
に
て
焼
失
し
た
り
と
い
ふ
。
)
言
能
卿
記
に
、
天
文
三
年
四
月
、

坊
抜
長
淳
が
、
倭
玉
篇
三
冊
を
言
般
に
返
し
、
同
十
五
年
正
月
、
言
躍
が
、
後
奈
良
天
皇
の
皇
子
長
珠
院
党
恕
に
、
倭
玉
篇

三
冊
を
借
し
ま
ゐ
ら
せ
、
二
月
、
完
恕
よ
り
返
さ
れ
た
る
事
見
え
た
り
J

倭
玉
篇
も
、
仮
名
玉
篇
も
同
じ
〈
三
冊
な
れ
ば
、

同
じ
き
も
の
か
。
或
は
般
名
玉
篇
に
よ
り
て
倭
玉
篇
を
撰
ぴ
た
る
も
の
か
、
明
か
な
ら
や
y

。
同
じ
き
も
の
な
ら
宇
と
も
、

ニ
書
聯
絡
あ
り
し
も
の
、
如
し
。
な
ほ
倭
玉
篇
の
事
は
、
岡
井
慌
吾
博
士
の
玉
結
の
研
究
、
(
束
洋
文
庫
論
叢
十
九
所
股
)

岡
田
希
雄
氏
の
中
田
博
士
本
長
享
和
玉
篇
と
玄
順
本
玉
篇
、
(
立
命
館
文
問
雪
崩
一
定
張
所
載
)
に
見
え
た
h
J
J

宇

鏡

抄

巻内
閣
一
本
、
前
回
一
本
等
に
は
.
六
品
せ
と
し
た
り
・

仮

名

玉

お

字

鏡

抄

一一一八一



字

銃

抄

i¥. 

世
に
惇
は
り
た
る
字
鏡
抄
は
、
三
巻
九
本
に
し
て
、
一
容
な
る
も
の
き
こ
え
今
。
こ
の
書
は
、
偏
傍
に
よ
b
、
漢
字
を
R
7

類
し
、
一
音
訓
を
片
蝦
名
に
て
記
し
た
る
も
の
な

b
。
三
港
本
は
二
夫
部
、
地
部
、
二
植
物
部
、
三
動
物
部
、
人
倫
部
と
し
て

奥
書
に
、
光
明
寺
常
住
物
也
、
此
抄
六
帖
、
共
先
年
光
結
和
上
被
成
壁
一
典
之
儀
欺
、

子
時
天
文
十
六
丁
未
五
月
、
宣
而
結
彼
紙
付
革
、
他
所
不
出
之
、
沙

と
あ
h
J
o

ま
た
宇
鏡
集
に
は
、
二
十
容
と
、
七
巻
と
の
二
本
ゐ
、
・
9
0

二
十
倉
本
は
、
毎
容
の
末
に
「
居
局
長
作
」
と
記
し
、
一
天

象
部
、
二
三
四
地
儀
部
、
五
六
七
植
物
部
、
八
九
十
動
物
部
、
十
一
、
十
一
一
、
十
三
人
間
部
、
十
四
人
事
部
、
飲
食
部
、
十
五
、
十

六
、
十
七
雑
物
部
、
十
八
、
十
九
、
二
十
鮮
宇
部
、
二
十
末
雑
宇
部
な
り
二
の
奥
書
に
、
「
臆
永
廿
三
年
七
月
廿
三
日
馬
之
、
」

十
九
の
奥
書
に
、
「
臆
永
廿
四
年
六
月
廿
八
日
馬
之
、
」
と
記
せ
り
。
七
各
本
は
二
天
象
部
、
二
地
儀
部
、
柏
物
部
、
三
動
物

P9 

柴

話古

部
、
人
倫
部
、
四
人
陸
部
、
五
人
事
部
、
飲
食
部
、
六
党
彩
部
、
方
角
部
、
員
数
部
、
辞
宇
部
に
て
、

奥
書
に
、
寛
一
見
三
年
四
月
二
日
小
川
法
印
蹴
示
云
、
朱
貼
東
宮
切
韻
、
塁
結
唐
玉
信
也
、
自
支
脂
至
子
友
恰
又
舌
内
也

覚
元
三
年
五
月
十
日
、
向
成
云
、
墨
貼
不
審
寓
也
、
朱
結
詳
之
、
無
不
審
宇
也
、
巳
上
七
冊
、

主
あ

b
。
三
巻
九
本
の
宇
鏡
抄
は
、
蓋
し
宇
鏡
集
の
抄
本
な
る
ぺ
〈
、
著
者
魚
長
は
、
菅
原
品
川
長
な
り
。
こ
の
字
銭
抄
一
容

は
、
三
倉
本
の
抄
本
に
や
、
或
は
別
の
も
の
か
明
な
ら
や
J
O

二
十
倉
本
の
宇
銃
集
は
、
享
和
二
年
検
校
保
己
一
が
、
醍
間
程

性
院
本
を
以
て
害
寓
し
た
る
も
の
十
世
あ

b
。
、
昭
和
八
年
石
版
刷
と
し
た
b
。

九

詩

家

経

図

集

二
十
巻

近
代
詩
人
新
作
詩
、
良
品
安
世
、
滋
野
貞
主
等
撰

箆
雲
四
年
よ
り
、
天
長
四
年
に
至
る
、
上
下
百
二
十
年
間
の
詩
文
を
あ
つ
め
た
る
も
の
な
り
。
淳
和
天
皇
の
勅
命
に
よ

ち
て
、
良
山
幸
安
世
総
裁
と
な
り
、
滋
野
良
主
、
南
淵
弘
点
、
菅
原
清
会
、
安
野
丈
路
、
安
倍
古
人
等
編
集
の
事
に
あ
づ
か
bJ
、

天
長
四
年
奏
覧
し
た
る
事
、
日
本
紀
路
に
見
え
た
り
。

な
ほ
詳
な
る
事
は
、
撰
者
滋
野
点
主
の
上

b
花
る

表
文
に
、
巨
間
恥
中
伏
惟
、
皇
帝
陛
下
数
化
簡
銭
、
文
明
欝
興
、
以
魚
体
問
不
如
親
見
、
論
古
未
若
徴
今
、
愛
詔
正
三
位

行
中
納
言
魚
右
近
街
大
賂
春
宮
大
夫
良
界
朝
臣
安
世
、
令
匡
等
鳩
訪
斯
文
・
也
、
詞
有
精
魚
、
説
吹
須
排
、
丈
非
一
骨
、

備
善
維
雑
、
若
無
琳
邸
盈
先
、
南
淡
固
色
、
則
乱
龍
片
甲
、
牒
麟
一
宅
、
既
而
太
上
型
皇
、
推
玉
霊
市
臨
寂
、
皇
帝
叡
主
、

受
昭
華
而
徳
隆
、
共
勉
税
皐
之
添
明
、
同
要
博
文
之
助
道
、
慧
性
並
棒
、
天
才
倶
聴
、
雅
操
飛
丈
)
似
雨
龍
之
会
燭
、
典

寄
稿
藻
、
疑
盤
臨
之
審
庫
、
緊
健
之
詞
、
陸
物
殊
盤
、
清
抜
之
気
、
縁
情
増
高
、
賢
樹
染
宅
、
無
勝
負
於
八
位
、
出
掛
翠
閲

匝
、
不
一
位
劣
於
六
書
、
莞
之
克
譲
文
忠
、
舜
之
溶
哲
好
問
、
先
塁
後
塁
、
其
授
一
震
、
又
先
歳
目
升
霞
之
駕
、
叡
藻
狛
遺
官

認

凶

集

三
八
三


